
 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年を振り返って 
文責：副校長 

 

令和５年も残すところあと１ヶ月を切りました。これまでの１年間を振り返る

時期です。振り返ると言っても何をどう振り返るのかが大切です。また、振り返

りは、次へのステップに繋がる物でなければ意味がありません。「達成できた目

標があったとしたら、なぜ達成することができたのか？」、「他者に貢献できたこ

とはなかったか？」、「自分自身に影響を与えた人や言葉はなかったか？」 

「来年にむけて改善すべき点はなかったか？」等です。 

自分自身を真摯に見つめ、令和６年のさらなる飛躍に備えてもらいたいと思いま

す。私自身は清瀬二中に着任して９か月が経ちました。この間、二中の生徒たち

の様子なや活動を通して、感心したことがいくつもあります。前向きで落ち着い

た学習態度、しっかりとしたあいさつ、清楚な服装、行事等への主体的な取り組

み、学校のために、様々な事に取り組む生徒会、部活動で様々な部活の活躍など、

挙げればきりがありません。 

 

さて１２月８日（金）まで２学期を振り返る三者面談が行われています。お子様の２学期、８０日間はいかが

だったでしょうか。１学期や昨年と比べて，成長が見られたのはどのようなことで、また克服させたい課題はど

こでしょうか。 

中学校卒業後の進路を決定する時期に入った３年生は、進路希望実現のための取組みに全力を傾けなければな

りません。折り返しを過ぎ、中学校生活の後半に入っている２年生には、来年の今頃の自分をイメージして、そ

こから逆算して今を見つめた生活をスタートさせて欲しいと思います。１年生は、良い意味での緊張感が薄れ、

中学校生活への慣れが顔を覗かせていないでしょうか。子どもたちには「もう一人の自分」を意識させ、自分自

身を客観的に見つめる目を育てて行きたいと思います。 

上に述べさせて頂いたことは、どれも子どもだけでは十分に取り組めるものではなく、保護者方皆様の協力と

励ましが欠かせません。暮れのご多用な時期とは存じますが、ご家族で語り合う機会を持って頂き、具体的な一

歩が踏み出せるように支援していただきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 5年度 清瀬市立清瀬第二中学校     令和５年１２月号 

清瀬二中だより 
         より豊かな心をつちかう より深く自ら学ぶ よりよくはたらき責任をはたす よりたくましく心身をきたえる 

教育目標        愛 情 学 力 勤 労 健 康 

学校 HP QR コード 

１２月 学校行事予定 
１２月 １日（金）全校三者面談（１１月３０日～）   ２５日（月）冬季休業日 

    ５日（火）１年生「和の心」講演会       ２８日（木）閉庁日 

    ８日（金）全校三者面談 終          ２９日（金）年末年始の休日（～１月３日） 

１２日（火）避難訓練             **************************************** 

１５日（金）２年生音楽鑑賞教室            １月１日（月）元日 

３年生私立入試相談          ４日（木）閉庁日 

１８日（月）生徒会朝礼              ８日（月）成人の日、冬季休業日終 

２１日（木）大掃除、給食終            ９日（火）始業式、安全指導 

２２日（金）終業式、安全指導                命の週間（～１５日） 



●第１５回 石田波郷俳句大会 ジュニア俳句賞 11/26(日) 

中学生の部“大賞”受賞！ おめでとうございます。 

  「特選８句、入選１６句」 受賞者の 3 割以上が、清二中でした。 

 １１月２６日（日）、清瀬駅前のアミューホールで、第１５回石田波郷俳句大

会 ジュニア俳句賞（清瀬市・石田波郷俳句大会実行委員会）の受賞式がありま

した。清瀬市立小中学校をはじめ、大分県や静岡県の他県、伊豆七島の神津島

など他市区町村、都立中より、小学生 3,426 句、中学生 2,867 句の応募数

（清瀬市立小中は全校が参加）があり、清瀬発祥のこの句大会も１５年の取組

みで、徐々に全国に広がっているそうです。 

大会の審査方法は、４名の選者（審査をされる方）の方が、まず、それぞれ

で小・中学生の部ごとに、特選５句、入選１５句を選出し、特選に選出された

作品（２０句、重複線選出有）の中から、４名で審査をして、大賞１句が選ばれるそうです。 

今年、清瀬二中からは、特選に８句、入選に１６句、合わせて２４句（２３名）が選出されました。おおよそ

特選の４割、入選の２割７分を二中生が受賞したことになります。すごいですね。そして、大賞には、本校の３

年生の作品が選ばれました。おめでとうございます。３年生は当日、英語スピーキングテスト（都教委実施）の

受験日で、表彰式には出席することができずに、残念でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１５回 石田波郷俳句大会 ジュニア俳句賞 入賞作品 

大賞 ３年 ねむの花祖母の名を知る七回忌 

  

特選 ２年 日焼けしてソロリソロリと脱いだ服  
   特選 ２年 グラウンドペットボトルも玉の汗   

特選 ３年 語り合う線香花火に火をつけて    
特選 ３年 笑う度白息まざる君と僕       
特選 ３年 星月夜青く静かな風が吹く      
特選 ３年 太陽が本気を出した夏休み      
特選 ３年 さるすべり金平糖の花が降る     

                          
入選 ２年 君の名をはじめに探すクラス替え   

   入選 ３年 コロコロにうさぎの換毛夏を知る   
   入選 ３年 制服のすそが短し衣替え          

入選 ３年 あの丘を超え行く僕と夏の星          ネムノキの花 
入選 ３年 七夕に一途に願う内申点          写真：ウィキペディア 
入選 ３年 夏祭りみつけた背中おいかける    
入選 ３年 ひまわりのきいろいうみにのみこまれ 
入選 ３年 あざやかな景色が恋しい春よこい   
入選 ３年 日焼けした肌が語りし君の夏     
入選 ３年 ちょうちんの光をかえすりんごあめ  
入選 ３年 冷えた手にカイロを渡すドキドキと  

入選 ３年 友とかわす負けるな負けぬ運動会   
入選 ３年 はじけたの君の笑顔とラムネ瓶    
入選 ３年 バリバリと何度むけどもレタスの葉  
入選 ３年 衣替えいるいらないと口げんか    
入選 ３年 こどもの日親に言われる「ありがとう」 

 
                 ※家庭配布電子版では、生徒氏名をご紹介してあります。 



一走青春 ～ 走り抜け my way ～ 
Ｒ５年度 第１８回 マラソン大会  ＦＩＮＡＬ 11/24(金) 

 

１１月２４日（金）の午前、マラソン大会を実施しました。気温は２０℃

を超える小春日和、風は弱く、抜けるような秋空の下、絶好のコンディシ

ョンの中、生徒たちは男子３ｋｍ、女子２kｍの学校外周コースを駆け抜

けました。マラソンは同じ運動行事の運動会とは違い、それぞれが個人の

目標に向けて挑戦する取り組みです。日頃から部活動や地域クラブで、運

動をしている生徒と、そうではない生徒では、同じ２・３ｋｍでも、相対

的に感じる距離は違います。この季節、全国で市民マラソン大会が開催さ

れていますが、参加者はそれぞれ、順位や自己記録、完走などそれぞれが

自分の目標をもって参加をしています。この競技の良いところだと思いま

す。平日午前中の行事にも関わらず、校庭や沿道には８０名以上の保護者や近隣の皆様、２０名以上の交通整理

等のボランティアの皆様、合わせて１００名以上の方々から、生徒たちはご声援を頂きました。そして、練習期

間を通して、ご迷惑をおかけした近隣の皆様には心より感謝申し上げます。ありがとうございました。 

 

１年生は、最初で最後の挑戦でしたが、良き挑戦となりましたか？ 一つの挑戦を終えた時の高揚感や充実感、

安堵感などを感じることが出来たら、嬉しいです。 

２年生は、スタート後に、先頭集団を形成して順位勝負をする集団、自分のペースを刻む生徒、同じ位のペー

スで集団走を協力するグループ、そして完走を目指す生徒と、昨年度の自分への挑戦でした。そして走り終えた

生徒が、完走を目指す生徒の伴走をする姿がありました。挑戦をしている人を応援する喜び、挑戦している時に

応援される喜び、それを経験できるのも、この競技の良さですね。 

３年生は、３回目のマラソン大会、で中学校生活最後の学校行事でもあり、そ

してマラソン大会としても最終大会でもあり、感慨深いものになりました。 

生徒実行委員会が掲げてくれた今年のスローガンは、「一走青春 走り抜け 

my way」です。講話などで人生をマラソンに例えることがありますが、この行

事を終えると、いよいよ３年生は進路に向けて、加速していきます。中学校生活

も、あと１/3周ほどです。ラストの力走に期待しています。 

 

本年度をもって、このマラソン大会は終了となります。秋は良い季節なので、色々な教育活動を立ち上げるう

ちに、いつの間にか、目白押しになり、さすがに生徒や保護者、教職員の負担が限界にきていると感じていまし

た。コロナ禍をきっかけに一昨年より、検討をすすめ、都立入試に関わるスピーキングテストも始まったことも

あり、終了という判断にいたりました。残念に思う生徒や保護者、卒業生、地域の皆様も多くおられると思いま

すが、ご理解をお願いいたします。マラソン大会の意義や目的は、体育の長距離走の取組みで継続していきたい

と考えています。 

長年の間、生徒たちへの温かいご声援、ありがとうございました。 

 

※ 家庭配布電子版には、各学年の部・総合の部ベスト１０の生徒をご紹介しています。 

 

■学校だよりの紙媒体での配付終了について 

前号（１１月号）でお知らせいたしましたが、今月号よりご家庭への紙媒体での配付は終了し、メールでの配

付のみとさせていただきます。また、学校ＨＰにも掲載していますので、ご覧ください。 

 

■学校だよりの転載・添付などの禁止のお願い 
家庭配布の電子版には、生徒氏名などを掲載しております。SNSやインターネット、メールなどへの転載・添

付などは禁止させていただいております。ご理解とご協力をお願いします。 

HP掲載の電子版には、氏名等は掲載しておりません。ご理解のほどよろしくお願いいたします。 


